
住民投票を必ず実施させ
「武雄との合併反対、太良町を残せ」の町民の意思を示そう

太郎　町議会で住民投票条例が決まったね。

良子　どんな中身なんかね。

太郎　投票する資格があるのは、町内に住んでいる 20才以

上の有権者だ。武雄市などとの合併に賛成か反対か

で投票する。ただし、有権者の２分の１以上が投票

しないと開票しないということになっている。

　百武町長も「住民投票の結果を尊重する」と…

良子　町議会で決めるのだから、住民投票しても意味がないという話しも聞いたけど…。

太郎　違うよ。合併は太良町が残るか、なくなるかという大事な問題だから、町民全部の投票

で決めるのが当然だ。だから、このごろは住民投票をやる自治体が増えている。法律的

には、合併の是非を決めるのは町議会だが、太良町の住民投票条例には投票結果を「町

長は尊重する」と書いてある。百武町長も町議会で「住民投票の結果を尊重する」とは

っきり言っている。住民投票で「合併反対」が多ければ、町長は合併協議から外れるこ

とを提案するだろうし、議会も住民投票の結果や町長の提案を無視することはできない

と思うね。

良子　住民投票の結果しだいということたいね。それでも、一般町民がそんな判断ができるか

と言っている町会議員もおると聞いたけど…。

太郎　ある町会議員のインターネットのメールマガジンに「専門的な決断が必要な政策を本当

に一人ひとりの住民が判断できるのか　？」と書いてあることだろう。このメールマガ

ジンには、（町長に）「住民投票を実施しないことを検討して欲しいと提案しました」と

も書いてある。昨年 11月に町役場が行った町民アンケートでは、合併に賛成は 31.6％、

反対は 35.4％で反対が多かった。このまま住民投票をやったら「合併反対が多くなる。

大変だ」と住民投票をやらせまいという動きがでてくるのではないかと心配だ。

賛否のモノサシは自分たちの暮らしと太良の将来

国や県の都合で合併を押しつけるな

良子　そりゃ、納得できんばい。私らには、国の借金とか交付税とか難しいことはわからんけ

ど、太良が武雄と合併したら、太良の水道料は高くなり、役場にいくのも不便になって、

そのうちにさびれてしまうのでないかということぐらいわかる。こんなことで、「合併反

対」といったらダメなんかね。

太郎　「住民が判断できるか？」などとは、「主権在民」ということを忘れた思いあがった態度

だ。一番大切なのは、合併で太良に住んでいる私たちの暮らしが良くなるのか、太良が

栄えて行くのかということだ。これを判断するにはむずかしい理屈は何もいらない。鹿

島と合併して人口が減ってしまった七浦を見れば誰にでもわかる。

良子　だいたい、理屈をこねている政治家や役人が間違ったから、国の借金もこんなに増えた

とじゃなかとかい。政治家や役人のいうとおり合併しとったら、またひどかめにあうば

い。それから、合併問題で年よりはだまっとれみたいなことをいう人もおるけど…。

合併で一番ひどい目にあうのはお年より…

太郎　とんでもない。血のにじむような苦労をして今の

太良を作ってくれたのは年輩の人達だ。合併で一

番ひどい目にあうのは、福祉や役場の気配りを一

番たよりにしているお年よりだろう。年輩の人達

が、「自分たちを見捨ててしまうような合併はす

るな、子孫に良い太良町を残そう」という気持ち

を持つのは当然ではないか。

良子　そやんたい。合併でひどか目にあう町民はみんな

「合併反対、太良町を残せ」の声をあげんばね。
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武雄と合併しても損ばかり、得することはなにもない
水道料は値上げ！
無料検診、ミカン、畜産、漁業など太良独自の施策はきえていくのでは？

　任意合併協議会では「負担とサービスに

ついては、可能な限り統一する」、「統一に

より住民生活に支障をきたす場合は、当面

現状を維持する等の経過措置を講じる」と

確認されています。格差がひどい場合は、

合併後しばらく現状維持することがあるが、

原則的には統一するということです。

　この確認によれば、水道料金はいずれ値

上げされることになります。逆に、太良町が独自にやっている施策---個人負担なしの各種の検診、

予防接種などの保健事業は廃止されるか、有料になります。ミカンや畜産、漁業に対する太良町独

自の施策も同様です。

役場も議会もなくなると----
　遠方の市役所へ行くのは不便。住民の声は通らなくなり、役場を相

手の商売はできなくなる。太良は人口が減りさびれてしまう

　任意合併協議会では、役所の位置や行政体制については、結論が出ず持ち越しになりました。役

所は、武雄かその近く、太良から遠く離れたところになることは間違いありません。また、新しい

行政体制をどうするか、結論が出ていませんが、市町村合併のねらいが職員を減らすリストラであ

る限り、旧市町ごとに支所を置いてもいずれは最低限の人数に減らされてしまうのではないでしょ

うか。　最後には、人口は減り、太良はさびれていくばかりです。こんな合併はゴメンです。

合併のねらいはヒト・モノ・カネの集中
　長崎本線沿い---鹿島や太良を犠牲にした武雄の浮上策ではないのか？

　昨年３月の議会で武雄市議会が賛成多数で採択した請願は、「市町村合併の問題は----、ヒト・モ

ノ・カネそして情報を集中することで地域を発展させる」と本音を語っています。

 武雄市は、競輪の不振もあって財政はひっぱくし、2000年度（平成12年度）決算では、一般会

計の地方債残高と債務負担行為を合わせた実質的な借金は右のページのグラフのように、174億円

にのぼります。この借金を返すだけでも大変です。

　カネは新幹線建設と武雄などの大型開発に
　武雄市などは、この後も金のかかる事業を

かかえています。新幹線関連事業では、建設

費の地元負担、嬉野温泉駅新設費、JR 佐世

保線の肥前山口～武雄間複線化の地元負担な

どぼう大な金額になります。それに、武雄駅

を中心に東西約3㌔にわたり鉄道高架化事業

がはじまりましたが、事業費は周辺の区画整

理を含め214億円だといわれています。

　任意合併協議会の議論では、長崎本線存続を第一に優先すべきだという意見に対して、武雄市な

どは新幹線の早期着工を優先する態度でした。武雄市などと合併すれば、「長崎本線を残せ」という

声は、かき消されてしまいます。

　大型開発の財源を生み出すのが、武雄を中心にした合併の狙いではないのか ?

　長崎本線側---鹿島市や太良町をさびれさせてしまうだけではないのか ？

  犠牲と負担だけが押しつけられる合併に、太良町民は賛成するわけには行きません。

「合併しなければ交付税が減らされる」は誤解
「合併しなければ交付税が減らされる」という

人がいますが、それは誤解です。現在の交付税

制度では、合併しなければ交付税が減らされる

ということは全くありません。

　逆に、合併して人口が増えれば交付税は減ら

されます。合併後 11～15 年目の間は段階的に

16年目からは完全に減らされます。試算では、

２市４町の合併で減らされる普通交付税は 25

～30億円になります。

　 職員の削減・議員定数の削減などでこなせるのはそのうちの半分ほどです。残りは、住民負担増・

サービス低下でこなさざるを得ず、合併しない場合にくらべてマイナスがはるかに大きいのです。

　それよりも、削るべきところは削り、太良町を残した方が町民にとって、はるかにプラスではな

いでしょうか。町民が力を合わせれば、自立は出来ます。

　市町ごとの基金(上段）と借金(下段）
(2000年度決算）
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